
号数 発行日 見出し 内容等1 内容等2

36 昭和35年12月28日

20世紀フランス美術展 1/3～29

マルケ展 1/3～15

絵画と工芸の総合 20世紀フランス美術展 風景画の詩人

わが師わが友5 聖護院洋画研究所 洋画家　黒田　重太郎

展覧会案内

37 昭和36年3月30日

京都パリ交歓陶芸展　準備進む

常設陳列の作品から 村上　華岳（日高河） 三宅　鳳白（秋林小景）

わが師わが友6 加藤　源之助さんのこと 洋画家　黒田　重太郎

展覧会案内 第13回京展作品募集要項

38 昭和36年7月5日

ピカソの作品もふくめて 11日フランス陶芸展

トピック 美術館の壁面一部改装 文部省が県展選抜展

チェコ版画とリアリズム 秋から冬まで後半期の催

わが師わが友7 研究所時代の安井層太郎 洋画家　黒田　重太郎

展覧会案内

39 昭和36年11月10日

秋の視覚 抽象絵画とはなにか団体展の第一室から

トピック 常設展と現代日本版画展 ピカソ版画展

子供の絵とおとな　桑田　道夫

展示会案内 鎌倉時代の美術 京都国立博物館

40

第4回日展 今年も話題集め600点 12/16～1/7　京都市美術館

大家も出揃い壮観 地元作家7人が特選

展覧会案内

41 昭和37年2月10日

フランス展ひらく

わが師わが友8 若い日の梅原龍三郎 洋画家　黒田　重太郎

須田国太郎死去 洋画壇の重鎮

前進したアンデパンダン展

展覧会案内 1962年京都アンデパンダン出品者

42 昭和37年7月20日

来春に須田国太郎遺作展

日本画の推移

今回の常設展

夏期講座の開催

見聞紀談 岡部　三郎

わが師わが友9 浅井忠の弟子たち 洋画家　黒田　重太郎

美術甘酸 加藤　一雄

展覧会案内

43 昭和37年10月8日

京都におけるシュール・リアリズム 常設展にちなんで　今井　憲一

見聞紀談 岡部　三郎 菊池　芳文の作品

展覧会案内 美術シーズンの話題

44 昭和38年1月31日

特集須田国太郎遺作展 須田国太郎略年譜 須田国太郎画伯を憶う

不世出の画家　井島　勉 研究所と須田先生　今井　憲一

須田先生のこと　上田　秀雄

ピカソ・ゲルニカ展

京都アンデパンダン展作品募集

展覧会案内

45 昭和38年6月25日

世界気楽旅行1 下村　良之助

冨本、稲垣両氏惜しまれて逝く

エジプト美術五千年展 開館した国立近代美術館京都分館

展覧会案内

46

美術館と平常陳列 安部　弘

美術館と平常陳列

「国展」の回顧

世界気楽旅行(2) ヴェネチヤの思い出

展覧会案内

47

国画創作協会の思い出 回顧展に際して 語る人　小野　竹喬

世界気楽旅行3 不遇の作家マンズーニー 下村　良之助

48 昭和39年6月1日

美術館特別展 近代日本の絵画

ミロのビーナスをみる 美術史家　村田　数之亮

49 昭和39年10月20日

京都の伝統展

京都日本画の200年 京都日本画の200年出品作品から　10/4-27京都市美術館

円山　応挙「写生図巻」明治7年 竹内　栖鳳「あれ夕立」明治42年第三回文展

菊池　芳文「小雨ふみ吉野」大正8年　第三回文展 堂本印象「調鞠図」大正10年第三回帝展

徳岡　神泉「枯葉」昭和33年第一回日展

展覧会案内

50 昭和40年2月1日

所感 美術館長　重　達夫

京都と近郊の美術館 京都・藤井有隣館、池大雅美術館 大阪・大阪市立博物館、藤田美術館、逸翁美術館

奈良・大和文華館、天理参考館、寧楽美術館 兵庫・白鶴美術館、市立神戸美術館

滋賀・滋賀県立琵琶湖文化館 和歌山・和歌山県立美術館

展覧会案内










































































